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注意喚起シンボル シグナル用語 内 容

高度の危険

取扱いを誤った場合に、きわめて危険な状態が起こる可能

性があり、死亡または重傷を受ける可能性が想定される場

合。

危 険
取扱いを誤った場合に、危険な状態が起こる可能性があり、

死亡または重傷を受ける可能性が想定される場合。

注 意

取扱いを誤った場合に、危険な状態が起こる可能性があり、

中程度の障害や軽傷を受ける可能性が想定される場合およ

び物的損害のみの発生が想定される場合。

強 制
しなければならないこと。

たとえば、「接地工事」など。

禁 止 してはならないこと。

① 安全上のご注意

●ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。

●この取扱説明書に示した注意事項は、機器を安全にお使いいただき、あなたや他の人々への危害や損

害を未然に防止するためのものです。

●この切断トーチは安全性に十分考慮して設計・製作されていますが、ご使用にあたってはこの取扱説

明書の注意事項を必ず守ってください。これらを守らずに使用しますと死亡または重傷などの重大な

人身事故を引き起こす場合があります。

●機器の取扱いを誤った場合、いろいろなレベルの危害や損害の発生が想定されます。この取扱説明書

の記述では、そのレベルをつぎの３つのランクに分類し、注意喚起シンボルとシグナル用語で警告表

示しています。これらの注意喚起シンボルとシグナル用語は、機器の警告ラベルにも全く同じ意味で

用いられています。

・注意喚起シンボルは、一般的な場合を示しています。

・上に述べる重傷とは、失明、けが、やけど（高温・低温）、感電、骨折、中毒などで、後

遺症が残るものおよび治療に入院や長期の通院を要するものをいいます。また、中程度の

障害や軽傷とは、治療に入院や長期の通院を要しないけが・やけど・感電などをいい、物

的損害とは、財産の破損および機器の損傷にかかわる拡大損害をいいます。

さらに、機器を取り扱ううえで、「しなければならないこと」、「してはならないこと」を下記のとお

り表示しています。

・シンボルは、一般的な場合を示しています。
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危 険 重大な人身事故を避けるために、必ずつぎのことをお守りください。

●この切断トーチは安全性に十分考慮して設計・製作されていますが、ご使用にあたってはこの取

扱説明書の注意事項を必ず守ってください。これらを守らずに使用しますと死亡または重傷など

の重大な人身事故を引き起こす場合があります。

●入力側の動力源の工事、設置場所の選定、高圧ガスの取扱い・保管および配管、切断作業後の製

造物の保管および廃棄物の処理などは、法規および貴社社内基準に従ってください。

●切断機や切断作業場所の周囲には、不用意に人が立ち入らないようにしてください。

●心臓のペースメーカーを使用している人は、医師の許可があるまで操作中の切断機や切断作業場

所に近づかないでください。切断機は通電中、周囲に磁場を発生し、ペースメーカーの作動に悪

影響を与えます。

●この切断トーチの保守点検・修理は、安全を確保するため、有資格者または切断機をよく理解し

た人が行ってください。（※１）

●この切断機の操作は、安全を確保するため、この取扱説明書をよく理解し、安全な取扱いができ

る知識と技能のある人が行ってください。（※１）

●この切断トーチを切断以外の用途に使用しないでください。

危 険 感電を避けるために、必ずつぎのことをお守りください。

＊帯電部に触れると、致命的な感電ややけどを負うことがあります。

●帯電部には触れないでください。

●切断電源のケースおよび母材または母材と電気的に接続された治具などには、電気工事士の資格

を有する人が法規（電気設備技術基準）に従って接地工事をしてください。

●保守点検は、必ず配電箱の開閉器によりすべての入力電源を切って、３分以上経過してから行っ

てください。入力電源を切っても、コンデンサは充電されていることがありますので、充電電圧

が無いことを確認してから作業してください。

●ケーブルは容量不足のものや、損傷したり導体がむきだしになったものを使用しないでください。

●ケーブルの接続部は、確実に締め付けて絶縁してください。

●切断機のケースやカバーを取り外したまま使用しないでください。

●破れたり濡れた手袋を使用しないでください。常に乾いた絶縁性のよい手袋を使用してください。

●高所で作業するときは命綱を使用してください。

●保守点検は定期的に実施し、損傷した部分は修理してから使用してください。

●使用していないときはすべての装置の電源を切ってください。

② 安全に関して守っていただきたい事項
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危 険 酸素ガスの発火を避けるために、必ずつぎのことをお守りください。

＊酸素ガス配管内（トーチ、ガスホース、切断電源）に可燃性の鉱油（たとえ

ば、潤滑油、マシン油、切削油）や鉄さびなどのゴミが浸入しますと、静電

気で発火する可能性があります。

＊大気中の酸素濃度が高くなりますと、発火しやすくなります。

●本トーチのプラズマガスには、酸素のみをご使用ください。

●酸素ガス配管内にコンプレッサーエアーを流さないでください。

コンプレッサー内に含まれる潤滑油が配管内に浸入し、残留しますので、次に酸素ガスを使用さ

れるとき、静電気などにより発火することがあります。

●酸素ガス配管内のゴミを清掃されるときは、ブローガスに窒素ガスをご使用ください。

●狭い場所での切断作業では、必ず十分な換気をしてください。酸素ガスは空気よりも比重が重く

無臭のため、低部に滞留しても気付かないことがあり、発火および火災の原因となることがあり

ます。

危 険
酸素ガスの発火によるやけどを防ぐため、必ずつぎのことをお守りくださ

い。

●本トーチは、自動切断でご使用ください。

手動切断で使用することは絶対にしないでください。

万一トーチが焼損した場合、やけどをするおそれがあります。

●油で汚れた作業衣を着用せず、清潔な難燃性作業衣を着用してください。

危 険 弊社製品の改造はしないでください。

●改造によって火災、故障、誤動作による怪我や機器破損のおそれがあります。

●お客様による弊社製品の改造は、弊社の保証範囲外ですので責任を負いません。

② 安全に関して守っていただきたい事項（つづき）
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危 険
切断で発生するガスやヒュームおよび酸素欠乏から、あなたや他の人々を

守るため、排気設備や保護具などを使用してください。（※２）

＊狭い場所での切断作業は、酸素の欠乏により、窒息する危険性があります。

＊切断時に発生するガスやヒュームを吸引すると、健康を害する原因になりま

す。

●ガス中毒や窒息を防止するため、法規（酸素欠乏症等防止規則）で定められた場所では、十分な

換気をするか、空気呼吸器等を使用してください。

●ヒューム等による粉じん障害や中毒を防止するため、法規（労働安全衛生規則、粉じん障害防止

規則）で定められた局所排気設備を使用するか、呼吸用保護具を使用してください。

●タンク、ボイラー、船倉などの底部には、炭酸ガスやアルゴンガス等の空気より重いガスが滞留

します。このような場所では、酸素欠乏症を防止するために、十分な換気をするか、空気呼吸器

等を使用してください。

●狭い場所での切断では必ず十分な換気をするか、空気呼吸器等を使用するとともに、訓練された

監視員の監視のもとで作業してください。

●脱脂・洗浄・噴霧作業の近くでは切断作業をしないでください。これらの作業の近くで切断作業

を行うと有害なガスが発生することがあります。

●被覆鋼板の切断では、必ず十分な換気をするか、呼吸用保護具を使用してください。（被覆鋼板

を切断すると、有害なガスやヒュームを発生します。）

●有害なガスや反応性の高い物質がはいっている容器は切断しないでください。

危 険 火災や爆発・破裂を防ぐため、必ずつぎのことをお守りください。

＊飛散するドロスや切断直後の熱い母材は火災の原因になります。

＊ケーブルの不完全な接続部や、鉄骨などの母材側電流経路に不完全な接触部

があると、通電による発熱によって火災を引き起こすことがあります。

＊ガソリンなど可燃物用の容器を切断すると爆発することがあります。

＊密閉されたタンクやパイプなどを切断すると、破裂することがあります。

●飛散するドロスが可燃物に当たらないよう、可燃物を取り除いてください。取り除けない場合に

は、不燃性カバーで可燃物を覆ってください。

●可燃性ガスの近くでは切断しないでください。

●切断直後の熱い母材を可燃物に近づけないでください。

●天井・床・壁などの切断では、隠れた側にある可燃物を取り除いてください。

●ケーブルの接続部は、確実に締め付けて絶縁してください。

●母材側ケーブルは、できるだけ切断する箇所の近くに接続してください。

●内部にガスが入ったガス管や、密閉されたタンク・パイプを切断しないでください。

●切断作業場所の近くに消火器を配し、万一の場合に備えてください。

●爆発性のあるチリや煙霧が充満する場所では切断しないでください。

●ガスボンベ、高圧用パイプ等、高圧物が充填されている可能性が高い容器を切断しないでくださ

い。

●燃え易い物が入った容器を切断したり、燃え易い物の上に切断機を置かないでください。

② 安全に関して守っていただきたい事項（つづき）
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注 意
切断で発生するアーク光、飛散するドロス、騒音から、あなたや他の人々

を守るため、保護具を使用してください。（※２）

＊アーク光は、目の炎症や皮膚のやけどの原因になります。

＊飛散するドロスは、目を痛めたりやけどの原因になります。

＊騒音は、聴覚に異常を起こすことがあります。

●切断作業や切断の監視を行う場合には、十分なしゃ光度を有するしゃ光めがねまたは溶接用保護

面を使用してください。

●飛散するドロスから目を保護するため、保護めがねを使用してください。

●切断作業にはかわ製保護手袋、長袖の服、脚カバー、かわ前かけなどの保護具を使用してくださ

い。

●切断作業場所の周囲に保護幕を設置し、アーク光が他の人々の目に入らないようにしてください。

●騒音が高い場合には、防音保護具を使用してください。

注 意
プラズマアークは、けがの原因になりますので、必ずつぎのことをお守り

ください。

＊切断機では、切断トーチを切断母材に近づけなくてもパイロットアークが発

生するものがあります。このパイロットアークは高温で強力なプラズマ気流

のため、かわ製手袋等の保護具を使用していてもやけどの原因になります。

＊切断トーチ・母材間に発生するアークはけがの原因になります。

●切断作業時やパイロットアーク発生時は、トーチ先端のチップに手や指が触れないようにしてく

ださい。

●パイロットアークを発生させるときは、トーチを体の方向には向けず、母材の方向に向けてから

トーチスイッチを押してください。

●切断直後の切断部やチップ・電極には触れないでください。

●トーチのチップ・電極を交換するときは、必ず切断機の制御電源スイッチと配電箱の開閉器を切っ

てから行ってください。

② 安全に関して守っていただきたい事項（つづき）
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注 意
この切断機はアークスタート用に高周波を使っています。高周波による

電磁障害を未然に防止するために、必ずつぎのことをお守りください。

近くのつぎのものに高周波が侵入して電磁障害をおこすことがあります。

＊入力ケーブル、信号ケーブル、電話ケーブル

＊ラジオ、テレビ

＊コンピュータやその他の制御装置

＊工業用の検出器や安全装置

＊ペースメーカーや補聴器

電磁障害を未然に防止するために

●切断ケーブルをなるべく短くしてください。

●切断ケーブルを床や大地にできるだけ近づけて這わせてください。

●母材側ケーブルとトーチ側ケーブルとは互いに沿わせてください。

●母材および切断機の接地は他機の接地と共用しないでください。

●切断機のすべての扉とカバーはきっちりと閉め、固定してください。

●アークスタートするとき以外はトーチスイッチを押して、高周波を出さないでください。

●電磁障害が発生したときは、ほとんど問題がなくなるまで、上記対策の他、この取扱説明書に示

す対策を講じてください。場合によっては弊社にご連絡ください。

●心臓のペースメーカーを使用している人は、医師の許可があるまで操作中の切断機や切断作業場

所に近づかないでください。高周波がペースメーカーの動作に悪影響を与えます。

② 安全に関して守っていただきたい事項（つづき）
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ご参考

JIS Z 3950 溶接作業環境における

浮遊粉じん濃度測定方法

JIS Z 8731 環境騒音の表示・測定方法

JIS Z 8735 振動レベル測定方法

JIS Z 8812 有害紫外放射の測定方法

JIS Z 8813 浮遊粉じん濃度測定方法通則

JIS T 8113 溶接用かわ製保護手袋

JIS T 8141 遮光保護具

JIS T 8142 溶接用保護面

JIS T 8151 防じんマスク

JIS T 8161 防音保護具

② 安全に関して守っていただきたい事項（つづき）

※１ 据付け・操作・保守点検・修理に関する関連法規・資格など

� 据付けに関して

＊電気設備技術基準 第１０条 電気設備の接地

第１５条 地絡に対する保護対策

＊電気設備の技術基準の解釈について 第１７条 接地工事の種類及び施設方法

第２９条 機械器具の金属製外箱等の接地

第３６条 地絡遮断装置の施設

第１９０条 アーク溶接装置の施設

＊労働安全衛生規則 第３２５条 強烈な光線を発する場所

第３３３条 漏電による感電の防止

第５９３条 呼吸用保護類等

＊酸素欠乏症等防止規則 第２１条 溶接に係る措置

＊粉じん障害防止規則 第１条

第２条

＊接地工事：電気工事士の有資格者

� 操作に関して

＊労働安全衛生規則 第３６条 特別教育を必要とする業務 第３号

＊労働安全衛生規則に基づいた教育の受講者

� 保守点検、修理に関して

＊切断機製造者による教育または社内教育の受講者で切断機をよく理解した者

※２ 保護具等の関連規格

注）法規や規格は改廃することがありますので、必ず最新版をご参照ください。
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チップ

アウターカップ 保護カバー ハンドル

トーチボディ
パワーケーブル・復水
Ｍ12×1.5

エアーホース

9/16－18UNF

酸素ホース

M10×1

検出リード線

２Ｐ

パイロットケーブル・送水

3/8－24UNF

プラズマ切断トーチ 付 属 品

品 名 数量

① 電 極 4

② チ ッ プ 4

③ ガ イ ド 1

④ インナーカップ 1

⑤ アウターカップ 1

⑥ レ ン チ 1

③ 梱包内容の確認

●開梱のときに数量をご確認ください。

④ 各 部 の 名 称

―8―



チップ

アウターカップ

危 険 感電を避けるため、必ずつぎのことをお守りください。

●帯電部には触れないでください。

●電源が入っているときは、チップ、アウ

ターカップに触れないでください。

危 険 酸素ガスの発火を避けるため、必ずつぎのことをお守りください。

●酸素ガス配管内に可燃性の鉱油（たとえば潤滑油、マシン油、切削油など）

や鉄さび、コンプレッサーエアー（可燃性鉱油を含む）を流さないでくださ

い。静電気で発火するおそれがあります。

●狭い場所での切断作業では、必ず十分な換気をしてください。酸素ガスは空

気よりも比重が重く無臭のため、低部に滞留しても気付かないことがあり、

発火および火災の原因となることがあります。

危 険 酸素ガスの発火によるやけどを防ぐため、必ずつぎのことをお守りください。

●本トーチは、自動切断でご使用ください。

手動切断で使用することは絶対にしないでください。

万一トーチが焼損した場合、やけどをするおそれがあります。

●油で汚れた作業衣を着用せず、清潔な難燃性作業衣を着用してください。

注 意
●酸素ガスの圧力調整器は、２次圧力が0.96MPa（9.8㎏／�）以下のもの

をご使用ください。

●圧力調整器の取扱いは、圧力調整器の取扱説明書をよくお読みになって

から行ってください。

⑤ 使用上のご注意
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最大10㎜

アウターカップ

保護カバー

検出ピン

トーチボディ

・チップと母材の間隔は3～5㎜が適当ですが

最大10㎜まで浮かせて切断できます。

・板厚がｔ16㎜以上の場合では、スタート時

に、アークが板下端まで充分貫通したこと

を確認してからトーチを動かしてください。

（ピアッシング可能板厚はｔ16㎜までです。）

・ｔ25㎜以上の板厚の場合、板終端部が切り

落とせない場合があります。

・保護カバーを破損したまま、あるいは取外

した状態でご使用にならないでください。

検出ピン部から高周波を発生するおそれが

あります。

・保護カバーを破損した場合は、速やかに新

品に交換してください。

⑤ 使用上のご注意（つづき）

5.１ 切断作業時のご注意

5.２ 保護カバーの取扱いについて

5.３ 使用率について

●本トーチの使用率は１０分定格の１００％となっております。

周温４０℃以上にて１時間以上ご使用になりますとオーバーヒートする場合があります。

冷却水温度が上昇しない様、上記条件下では、使用率を下げるか、ラジエターにて、冷却水を冷却し

てください。
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電極
締付部

チップ
締付部

レンチ

トーチボディ

検出ピン電 極

ガイド

チップ

インナーカップ

アウターカップ

危 険 感電を避けるため、必ずつぎのことをお守りください。

●帯電部には触れないでください。

●電源が入っているときは、チップに触れないでください。

●トーチの点検や部品を交換するときは、必ず配電箱の開閉器によりすべての

入力電源を切ってから行ってください。

●保守点検は定期的に実施し、損傷した部分は修理してから使用してください。

●保守点検・修理は安全を確保するため有資格者や切断機をよく理解した人が

行ってください。

注 意
●やけどを避けるために必ずつぎのことをお守りください。

●切断作業時、チップやシールドカップおよび切断直後の母材などの高温

部に触れないでください。

●切断作業には、溶接用かわ製保護手袋などの保護具をご使用ください。

●トーチ先端部品の交換は、冷めてから作業してください。

注 意 ●部品が破損している場合は、安全および切断品質確保のため、新品に交

換してください。

注 意
●チップ、電極、トーチボディ等の部品交換時、トーチ内に冷却水が付着

している場合は、乾いた布等で水分を取り除いてから、組立ててくださ

い。

水分が付着したまま組立てて使用した場合、トーチが焼損するおそれが

あります。

・付属のレンチでチッ

プおよび電極の取

外し、取付けをし

てください。

・ガイドの汚れがひどい場合は超音波洗浄器
などで洗ってください。
円周部の小穴が目詰りすると、プラズマガ
スが流れません。

・カップをトーチボディに装着するときは、

カップ端面に付着したゴミ等を乾いた布で

きれいに拭き取ってから取付けてください。

・カップは最後までねじ込んでください。

付着したゴミは

きれいにふきとっ

てください。

⑥ メンテナンスと故障修理

●交換部品は必ず“ダイヘン”マーク入りの純正部品をご使用ください。

6.１ カップ、チップ、電極の交換

� カップの装着
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注 意 ●電極の取り付けは付属のレンチで、最後まで確実にねじ込んでください。

1000
800 トーチが焼損する

可能性のある領域600

120A 80A40A
400

200

切断可能領域

100
80一

回
当
た
り
の
切
断
時
間
（
秒
）

60

40

20

10

〈切断条件〉

･エア設定圧力 0.49MPa

･酸素設定圧力 0.19MPa

･スタンドオフ 3～5㎜

1 10 20 40 6080100 200 400 1000

切断くり返し回数（回）

⑥ メンテナンスと故障修理（つづき）

� チップ、電極の交換

●交換時期の目安

(�)チップ・電極の寿命は切断時間と切断回数により変化します。

通常の使用状態での切断可能回数は、図１のようになりますので、図１を目安にしてチップ・電

極を同時に交換してください。

図1.切断時間と切断回数に対するチップ・電極寿命（目安）
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真円 楕円

1.
5㎜
以
下

1.
5㎜
以
下

精密ドライバー－◯ 送水アダプタ
電極取付ネジ部

送水アダプタ

冷却水パイプ

（0.1～1.4）

ボディ

切 断 作 業 時 の 現 象 点 検 部 位

・パイロットアークが飛びにくくなり、スタートが悪くなった。

・スタート時に“バーッ”という大きな音がするようになった。

・チップを交換してもすぐに穴が変形するようになった。

・切断部が極端に曲りはじめた。

・チップが母材にくっつくようになった。

チップ、電極

電極

電極

チップ

チップ

点 検 項 目 正 常 交 換 の 目 安

チ
ッ

プ

チップ先端の穴が変形して

いませんか。

●穴が真円で変形して

いない。

●穴が変形して楕円になっている。

変形したまま使

用しますと切断

の切れ味が悪く

なります。

電
極

電極の先端が消耗していま

せんか。

●電極中央部の消耗が

1.5㎜以下

●電極中央部の消耗が1.5㎜以上に

なっている。

電極の消耗深さ

が1.5㎜掘れた

まま使用します

と、トーチを焼

損する原因とな

ります。

中央部が

1.5㎜以上

掘れていない

送水アダプタの取付けは精密ドライバー－◯にて、冷却水

パイプに当たるまで確実にねじ込んでください。

冷却水パイプにガタつきのないこと、および送水アダプ

タ先端がボディとほぼ面一が少し出る程度（0.１～1.４）

となっていることを確認してください。

⑥ メンテナンスと故障修理（つづき）

(�)切断回数にかかわらず、切断作業中に次のような現象が出たときは、チップ・電極を点検し、消

耗しているときは、新品に交換してください。

●チップや電極を削り直して使うことはやめてください。

6.２ 送水アダプタの取り替え
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保護カバー ボディ ハンドル

保護カバー ボディ ハンドル

分 解

保護カバーを反時計まわりにねじっ

てはずし、ハンドルを反時計方向

に回して、ボディからはずします。

検 出 ピ ン の 交 換 検出ピンアセンブリの交換

① 検出ピンカバーを
取り外します

② 接続端子を分
離します① 検出ピンカバー

を上に引きます

② ラジオペンチで
検出ピンを引き抜
きます ③ 新しい検出ピンア

センブリを溝にはめ
込みます

④ 接続端子を接
続させチューブ
を被せます

③ 新しい検出ピン
を手で挿入します

④ 検出ピンカバー
を溝に挿入します

組 立

保護カバーを取付け、ハンドルを

ボディにねじ込みます。

収縮チューブを挿入し、ドライヤ

等の熱風で収縮させます。

⑥ メンテナンスと故障修理（つづき）

6.３ 検出ピン部の交換
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保護カバー ボディ ハンドル

保護カバー ボディ ハンドル

分 解

保護カバーを反時計まわりにねじっ

てはずし、ハンドルを反時計方向

に回して、ボディからはずします。

交 換 パイロットケーブル接続口（黄色いホース）のみ左ネジになっています。

無理に右ネジ方向に回すと、接続口を破壊しますのでご注意ください。

① スパナ掛けにスパナを固定
し、パワーケーブルのナット
を反時計方向に回します

② Ｍ６左ネジを外し、
パイロットケーブルを
はずします

③ 検出リード線の接続
端子を分離します

注意
左ネジ

⑤ パワーケーブル、パイロット
ケーブル、検出リード線を接続
します

④ 新しいトーチボディ
に交換します

⑤ チューブを接続部に
かぶせます

組 立

保護カバーを取付け、ハンドルを

ボディにねじ込みます。

収縮チューブを挿入し、ドライヤ

等の熱風で収縮させます。

⑥ メンテナンスと故障修理（つづき）

6.４ トーチボディの交換

―15―



ＧＣＴＰ－１２０１形プラズマ切断トーチ分解図

照合 部 品 番 号 品 名 組込量 付属量 記 事

① Ｈ９２１Ｊ００ ア ウ タ ー カ ッ プ １ １

② Ｈ９２１Ｈ０３ イ ン ナ ー カ ッ プ １ １

③ Ｈ９２１Ｋ００ チ ッ プ （ 1.３ ） １ ４

④ Ｈ９２１Ｈ０１ ガ イ ド １ １

⑤ Ｈ９２１Ｎ００ 電 極 １ ４

⑥ Ｈ９２１Ｈ０２ 送 水 ア ダ プ タ ー １

⑦ Ｈ９２１Ｂ００ トーチボディアセンブリ １ ⑦－１～⑦－４を含みます

⑦－1Ｈ９２１Ｂ０１ 保 護 カ バ ー �

⑦－2Ｈ９２１Ｒ００ 検出ピンアセンブリ （Ｒ） � ⑦－４を含みます

⑦－3Ｈ９２１Ｓ００ 検出ピンアセンブリ （Ｌ） � ⑦－４を含みます

⑦－4Ｈ７５８Ｒ０３ 検出ピン（コンタクトプラグ） �

⑧ Ｈ９２１Ｐ０１ レ ン チ １

⑨ Ｈ９２１Ｈ０４ ハ ン ド ル １

⑩ Ｈ９２１Ｈ０６ ゴ ム ス リ ー ブ １

⑪ Ｈ９２１Ｆ００ ホースケーブルアセンブリ １ ⑫を含みます

⑫ ４７３０－００１ コンセントプラグ （２Ｐ） �

照合 部 品 番 号 品 名 所要量 記 事

Ｈ９２１Ｌ００ チ ッ プ （ 1.０ ） � 中薄板切断（電流８０Ａ以下）用

Ｈ９２１Ｍ００ チ ッ プ （ 0.７ ） � 薄板切断（電流４０Ａ以下）用

⑦ パーツリスト
●補修に必要な部品は品名、照合符号、部品番号を販売店または営業所にお申し付けください。

� 標準部品明細表

� 別売品明細表
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φ
48

φ
52

φ
52

2

40 25 26
（290）

φ
60

191 50

ケーブル長10m

M12×1.5
パワー兼復水接続口

9/16－18UNF
エアー接続口

M10×1
酸素接続口

パイロット兼送水接続口
3/8－24UNF

２Ｐ
検出リード線

切 断 ト ー チ 形式 ＧＣＴＰ－１２０１

定 格 電 流 A １２０

定 格 使 用 率 ％ １００

冷 却 方 式 水冷（電極、チップ共直接水冷）

使 用 ガ ス 酸素・エアー

ケ ー ブ ル 長 さ m １０

ホ ル ダ ー 径 ㎜φ ５２

質 量
本 体 の み g ６５０

全 質 量 ㎏ 7.０

⑧ 仕 様

8.１ 仕 様

8.２ 外形寸法図
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